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学習指導要領改訂に関するスケジュール
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学習評価の現状における課題

学習評価の現状について、学校や教師の状況によっては、以下のような課題があることが
指摘されている。

・ 学期末や学年末などの事後での評価に終始してしまうことが多く、評価の結果が
児童生徒の具体的な学習改善につながっていない

・ 現行の「関心・意欲・態度」の観点について、挙手の回数や毎時間ノートをとってい
るかなど、性格や行動面の傾向が一時的に表出された場面を捉える評価であるよう
な誤解が払拭しきれていない

・ 教師によって評価の方針が異なり、学習改善につなげにくい

・ 教師が評価のための「記録」に労力を割かれて、指導に注力できない

・ 相当な労力をかけて記述した指導要録が、次の学年や学校段階において十分に
活用されていない

先生によって観点の重みが違うんです。授業態度をとても重視する先生もいるし、
テストだけで判断するという先生もいます。そうすると、どう努力していけばよいのか
本当に分かりにくいんです。
（中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会児童生徒の学習評価に関するワーキンググループ第７回における
高等学校三年生の意見より）

生徒の意見 3



学習評価の改善の基本方針

学校における働き方改革が喫緊の課題となっていることも踏まえ、次の基本的な考え方に
立って、学習評価を真に意味のあるものとすることが重要。
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指導と評価の一体化の必要性と明確化

学習指導要領の総則において指導と評価の一体化の必要性が明確化された。

○学校教育法施行規則（抄）
第二十四条
校長は、その学校に在学する児童等の指導要録（学校教育法施行令第三十一条に規定する
児童等の学習及び健康の状況を記録した書類の原本をいう。以下同じ。）を作成しなければな
らない。
第五十七条
小学校において、各学年の課程の修了又は卒業を認めるに当たつては、児童の平素の成績
を評価して，これを定めなければならない。※中学校，高等学校についても同様に規定。

○平成29年改訂小学校学習指導要領 第１章 総則
第３ 教育課程の実施と学習評価
１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善
⑴ 第１の３の⑴から⑶までに示すこと(引用注：資質・能力の３つの柱の育成）が偏りなく実現されるよう、
単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら、児童の主体的・対話的で深い学び
の実現に向けた授業改善を行うこと。（略）

２ 学習評価の充実
⑴ 児童のよい点や進歩の状況などを積極的に評価し、学習したことの意義や価値を実感
できるようにすること。また、各教科等の目標の実現に向けた学習状況を把握する観点から、
単元や題材など内容や時間のまとまりを見通しながら評価の場面や方法を工夫して、学習
の過程や成果を評価し、指導の改善や学習意欲の向上を図り、資質・能力の育成に生かす
ようにすること。
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※平成29年改訂中学校学習指導要領第１章総則にも同旨 5



カリキュラム・マネジメントの一環としての指導と評価

「学習指導」と「学習評価」は学校の教育活動の根幹であり、教育課程に基づいて組織的か
つ計画的に教育活動の質の向上を図る「カリキュラム・マネジメント」の中核的な役割を担っ
ている。

各学校における教育活動
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数学科の改訂のポイント
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学習指導要領改訂の考え方
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育成すべき資質・能力の三つの柱
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新学習指導要領における「目標」及び「内容」の構成
各教科等の「目標」「内容」の記述を、「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学び
に向かう力、人間性等」の資質・能力の３つの柱で再整理。
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数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、
数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。

(1)数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理
解するとともに、事象を数学化したり、数学的に解釈したり、数学
的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。

(2)数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの
性質を見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を
用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

(3)数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学
を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返
って評価・改善しようとする態度を養う。

数学科の目標（中学校学習指導要領解説 数学編P20）

柱書
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主体的・対話的で深い学びの
実現に向けた授業改善について
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学習指導要領における「主体的・対話的で深い学び」に関する記述
（中学校学習指導要領解説 数学編P１６２）

指導計画の作成と内容の取扱い
指導計画作成上の配慮事項

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

(1) 単元など内容や時間のまとまりを見通して、その中で育む資

質・能力の育成に向けて、数学的活動を通して、生徒の主体的・
対話的で深い学びの実現を図るようにすること。その際、数学的
な見方・考え方を働かせながら、日常の事象や社会の事象を数理
的に捉え、数学の問題を見いだし、問題を自立的、協働的に解決
し、学習の過程を振り返り、概念を形成するなどの学習の充実を
図ること。
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数学的活動とは、事象を数理的に捉え、数学の問題を

見いだし、問題を自立的、協働的に解決する過程を遂行
することである。これは、「生徒が目的意識をもって主体的
に取り組む数学に関わりのある様々な営み」であるとする
従来の意味をより明確にしたものである。今回の改訂では、
数学的に考える資質・能力を育成する上で、数学的な見
方・考え方を働かせた数学的活動を通して学習を展開す
ることを重視することとした。

数学的活動とは
（中学校学習指導要領解説 数学編P23）
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単元を見通した計画（中央審議会答申資料）
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主体的・対話的で深い学びの実現

「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善を行うことで、学校教育における質
の高い学びを実現し、学習内容を深く理解し、資質・能力を身に付け、生涯にわたって能動
的（アクティブ）に学び続けるようにする。
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主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善と評価

「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業改善を通して各教科等における資質・能力
を確実に育成する上で、学習評価は重要な役割を担っている。
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学習評価の改善について
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観点別学習状況の評価の観点の整理

資質・能力の三つの柱に基づいた目標や内容の再整理を踏まえて、観点別学習状況の評
価の観点については、小・中・高等学校の各教科等を通じて、「知識・技能」「思考・判断・表
現」「主体的に学習に取り組む態度」の３観点に整理。
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「知識・技能」の評価

〇 個別の知識及び技能の習得状況について評価する。

○ それらを既有の知識及び技能と関連付けたり活用したりする中で、
概念等として理解したり、技能を習得したりしているかについて評価する。

※上記の考え方は、現行の評価の観点である
・「知識・理解」（各教科等において習得すべき知識や重要な概念等を理解しているかを評価）
・「技能（各教科等において習得すべき技能を児童生徒が身に付けているかを評価）
においても重視。

＜評価の工夫（例）＞

○ペーパーテストにおいて、事実的な知識の習得を問う問題と、知識の概念的な
理解を問う問題とのバランスに配慮する。

○実際に知識や技能を用いる場面を設ける。
・児童生徒に文章により説明をさせる。
・（各教科等の内容の特質に応じて、）観察・実験をさせたり、式やグラフで
表現させたりする。
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「思考・判断・表現」の評価

※上記の考え方は、現行の評価の観点である「思考・判断・表現」の観点においても重視。

＜評価の工夫（例）＞

○論述やレポートの作成、発表，グループでの話合い、作品の制作や表現等の
多様な活動を取り入れる。

○ポートフォリオを活用する。

各教科等の知識及び技能を活用して課題を解決する等のために必要な思考力、
判断力、表現力等を身に付けているかどうかを評価する。
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価（１）

「学びに向かう力、人間性等」には、①主体的に学習に取り組む態度として観点別学習状
況の評価を通じて見取ることができる部分と、②観点別学習状況の評価や評定にはなじま
ない部分がある。
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価（２）

「主体的に学習に取り組む態度」については、知識及び技能を獲得したり、思考力、判断力、
表現力等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で、自らの学習を調整しようと
しているかどうかを含めて評価する。

「おおむね満足
できる」状況（Ｂ）

「十分満足できる」
状況（Ａ）

「努力を要する」
状況（Ｃ）
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「主体的に学習に取り組む態度」の評価（３）

＜評価の工夫（例）＞

○ノートやレポート等における記述

○授業中の発言

○教師による行動観察

○児童生徒による自己評価や相互評価等の状況を教師が評価を行う際に

考慮する材料の一つとして用いる

※「知識・技能」や「思考・判断・表現」の観点の状況を踏まえた上で評価を行う。
（例えば、ノートにおける特定の記述などを取り出して、他の観点から切り離して
「主体的に学習に取り組む態度」として評価することは適切ではない。）
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評定について

・評定を引き続き指導要録上に位置付ける。
・学習評価の結果の活用に際しては、観点別学習状況の評価と、評定の双方の特長を
踏まえつつ、その後の指導の改善等を図ることが重要。
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【まとめ】各教科における評価の基本構造

・各教科における評価は、学習指導要領に示す各教科の目標や内容に照らして学習状況を評価するもの（目標準拠評価）

・したがって、目標準拠評価は、集団内での相対的な位置付けを評価するいわゆる相対評価とは異なる。
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「内容のまとまりごとの評価規準」
を作成する際の手順
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「指導と評価の一体化」のための学習評価に関する参考資料
（評価規準の作成及び評価方法の工夫等） 【案】

第１編 総説

第２編 各教科における「内容のまとまりごとの

評価規準」を作成する際の手順

第３編 評価に関する事例

現在使用している参考資料に変わり、
新編の参考資料を１１月以降に発行予定
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目標と観点の趣旨との対応関係について

各教科における評価規準の作成等について
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【学習指導要領「教科の目標」】 学習指導要領 各教科等の「第１ 目標」

【評価の観点及びその趣旨】



各教科における評価規準の作成等について

目標と観点の趣旨との対応関係について
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【学習指導要領「学年（又は分野）の目標」】
学習指導要領 各教科等の「第２ 各学年の目標及び内容」の学年ごとの「１ 目標」

【学年別（又は分野別）の評価の観点の趣旨】



各教科における評価規準の作成等について

中学校数学科の「内容のまとまりごとの評価規準」について
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数学科における「内容のまとまりごとの評価規準」作成の手順
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【評価の観点及びその趣旨〈中学校 数学〉】

〈例 第１学年の「Ａ数と式（１）正の数と負の数」〉
【中学校学習指導要領 第２章 第３節 数学「第１ 目標」】



34

【中学校学習指導要領 第２章 第３節 数学 第２ 各学年の目標及び内容
〔第１学年〕 １ 目標】
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【学年・分野別の評価の観点の趣旨
〈中学校 数学〉第１学年】



各教科における「内容のまとまり」と「評価の観点」との関係を確認する。
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【観点ごとのポイント】を踏まえ，「内容のまとまりごとの評価規準」を作成する。
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「ICTの効果的な活用について」
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新学習指導要領における情報活用能力の育成

各学校においては，生徒の発達の段階を考慮し、言語能力、情報活用能力（情
報モラルを含む。）、問題発見・解決能力等の学習の基盤となる資質・能力を育成
していくことができるよう、各教科（・科目）等の特性を生かし、教科等横断的な視
点から教育課程の編成を図るものとする。

「世の中の様々な事象を情報とその結び付きとして捉え、情報及び情報技術を適
切かつ効果的に活用して、問題を発見・解決したり自分の考えを形成したりしてい
くために必要な資質・能力」

「学習活動において必要に応じてコンピュータ等の情報手段を適切に用いて情報
を得たり、情報を整理・比較したり、必要に応じて保存・共有したりといったことが
できる力であり、さらに、このような学習活動を遂行する上で必要となる情報手段
の基本的な操作の習得や、プログラミング的思考、情報モラル、情報セキュリティ、
統計等に関する資質・能力等も含むものである」
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※「学びのイノベーション事業」実証研究報告書(平成26年)

学校におけるICTを活用した学習場面

各教科等の指導でICTを活用することは、子供たちの学習への興味・関心を高め、分かりやす
い授業や「主体的・対話的で深い学び」の実現や、個に応じた指導の充実に資するもの。
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中学校数学科におけるICTの効果的な活用について

新学習指導要領中学校数学科では、統計的な内容等の改善・充実
を受け、各学年の「Ｄデータの活用」領域では、(1)のアの(イ)において、
そこでの学習内容との関連を踏まえ、「コンピュータなどの情報手段を
用いるなどする」ことが示されている。

また、「第３指導計画の作成と内容の取扱い」の「内容の取扱いにつ
いての配慮事項」では、「(2)各領域の指導に当たっては、必要に応じ、
そろばんや電卓、コンピュータ、情報通信ネットワークなどの情報手段
を適切に活用し、学習の効果を高めること。」と示されている。

統計的な内容以外においてもどのような指導にコンピュータなどの情
報手段を用いることができるかを検討して、積極的な活用を図ること
が必要である。
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中学校数学科におけるICTの効果的な活用について

○ 「図形」領域での活用

○ 「関数」領域での活用

○ 「データの活用」領域での活用
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